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 [Overview and purpose of the course]
古典日本語・及び現代日本語の基礎知識を習得することを目的とする。前期の言学Iでは、音韻・
文字とそれらに関わる方言事象とを主に採りあげる。授業期間終盤には、それらの基礎知識を組み
合わせた、あるいは基礎知識を掘り下げた研究論文（あるいは学術的随筆）を講読し、発展的な理
解を目指す。

 [Course objectives]
①古典日本語・及び現代日本語の基礎知識を理解し、その基礎知識を具体例とともに説明できるよ
うになる。
②身につけた基礎知識を組み合わせて問題の解決に取り組むことができるようになる。

 [Course schedule and contents)]
１.ガイダンス（授業の進め方・総説）
２.音韻（1）「上代特殊仮名遣」（教科書2.2）
３.音韻（2）「ハ行子音の歴史変化」（教科書2.3）
４.音韻（3）その他の行の子音の歴史変化（教科書2.4～2.5）
５.音韻（4）「頭音法則とその周辺」（教科書2.6）
６.音韻（5）「アクセントの歴史的研究」（教科書2.7）
７.文字（1）漢字（教科書8.3.1）
８.文字（2）かな・カナ（教科書8.3.1）
９.文字（3）補助符号（句読点・訓点資料）（教科書8.3.1）
10.方言（1）方言の歴史（教科書9.6.1）
11.方言（2）現代方言から音韻史をさぐる（教科書9.6.1）
12.研究論文を読む（1）音韻
13.研究論文を読む（2）文字
14.研究論文を読む（3）音韻・文字
15.定期試験
16.フィードバック　
※フィードバック方法は別途連絡する。
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言学Ｉ(2)

 [Course requirements]
言学Ⅱ（後期）は、言学Ⅰを発展させた話題に及ぶことがある。関心に応じて言学Ⅰ（前期）と併
せて受講されたい。

 [Evaluation methods and policy]
・試験（筆記）により、授業に関する内容の理解度を評価する（70％）。 
・授業中の終わり（原則として毎回）に提出するコメントシートによって授業参加度を評価する（
平常点30％）

 [Textbooks]
衣畑智秀編（2019） 『基礎日本語学』（ひつじ書房）ISBN:978-4-89476-946-5
随時、補足のためのプリントを配布する。
 [References, etc.]
  （References, etc.）
木田章義編（2014） 『国語史を学ぶ人のために』（世界思想社）ISBN:978-4790715962
亀井孝・大藤時彦・山田俊雄編（1963～66） 『日本語の歴史　全8巻』（平凡社）（平凡社ライブ
ラリー版あり（ISBN　9784582765953等））
大木一夫（2013） 『ガイドブック日本語史』（ひつじ書房）ISBN:978-4-89476-615-0
その他の参考書も随時授業中に紹介する。

 [Study outside of class (preparation and review)]
予習・復習のために、本シラバス「授業計画」欄に記載の教科書の章・節を読むこと。教科書には
具体例が少ないので、補いながら読むとよい（補うことができれば、理解できていると考えてよい）
。

 [Other information (office hours, etc.)]
非常勤講師のためオフィスアワーはないが、質問等は、授業終了後またはコメントシート等にて受
け付ける。


